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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の工程からなる輝尽性蛍光体層に含有されている輝尽性蛍光体が、アスペクト比が
１．５以上の針状粒子であって、蛍光体層の深さ方向に配向している放射線像変換パネル
の製造方法：
　１）アスペクト比が１．５以上の針状の輝尽性蛍光体粒子を流動性物質とともに一方向
に流動させて、輝尽性蛍光体粒子が一軸方向に配向した配向フィルムを多数枚形成する工
程；
　２）配向フィルムを輝尽性蛍光体粒子の配向軸を一致させて多数枚積層し、加熱圧着し
て積層体ブロックを形成する工程；および
　３）積層体ブロックを積層面に沿って輝尽性蛍光体粒子の配向軸に垂直にスライスする
工程。
【請求項２】
　流動性物質が無機または有機溶剤、無機または有機高分子物質、もしくはこれらの混合
物である請求項１に記載の放射線像変換パネルの製造方法。
【請求項３】
　工程１）において、針状の輝尽性蛍光体粒子と流動性物質とからなる分散液を狭い開口
部から吐出させることにより、輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させる請求項１または２
に記載の放射線像変換パネルの製造方法。
【請求項４】
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　工程１）において、針状の輝尽性蛍光体粒子と流動性物質とからなる分散液を塗布し乾
燥した後、得られた塗布フィルムを圧延処理することにより輝尽性蛍光体粒子を一方向に
流動させる請求項１または２に記載の放射線像変換パネルの製造方法。
【請求項５】
　工程１）において、針状の輝尽性蛍光体粒子と流動性物質とからなる分散液を塗布し乾
燥した後、得られた塗布フィルムを一方向に引き延ばすことにより輝尽性蛍光体粒子を一
方向に流動させる請求項１または２に記載の放射線像変換パネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、輝尽性蛍光体の輝尽発光を利用する放射線像記録再生方法に用いられる放射
線像変換パネルの製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の放射線写真法に代わる方法として、輝尽性蛍光体を用いる放射線像記録再生方法が
知られている。この方法は、輝尽性蛍光体を含有する放射線像変換パネル（輝尽性蛍光体
シートともいう）を利用するもので、被写体を透過した、あるいは被検体から発せられた
放射線を該パネルの輝尽性蛍光体に吸収させ、その後に輝尽性蛍光体を可視光線、赤外線
などの電磁波（励起光）で時系列的に励起することにより、該輝尽性蛍光体中に蓄積され
ている放射線エネルギーを蛍光（輝尽発光光）として放出させ、この蛍光を光電的に読み
取って電気信号を得て、得られた電気信号に基づいて被写体あるいは被検体の放射線画像
を可視像として再生するものである。読み取りを終えた該パネルは、残存する画像の消去
が行われた後、次の撮影のために備えられる。すなわち、放射線像変換パネルは繰り返し
使用される。
【０００３】
この放射線像記録再生方法では、放射線写真フィルムと増感紙との組合せを用いる従来の
放射線写真法の場合に比べて、はるかに少ない被曝線量で情報量の豊富な放射線画像を得
ることができるという利点がある。さらに、従来の放射線写真法では一回の撮影ごとに放
射線写真フィルムを消費するのに対して、この放射線像記録再生方法では放射線像変換パ
ネルを繰り返し使用するので、資源保護、経済効率の面からも有利である。
【０００４】
放射線像記録再生方法に用いられる放射線像変換パネルは、基本構造として、支持体とそ
の上に設けられた輝尽性蛍光体層とからなるものである。ただし、輝尽性蛍光体層が自己
支持性である場合には必ずしも支持体を必要としない。また、輝尽性蛍光体層の上面（支
持体に面していない側の面）には通常、保護膜が設けられていて、蛍光体層を化学的な変
質あるいは物理的な衝撃から保護している。
【０００５】
輝尽性蛍光体層は、通常は輝尽性蛍光体とこれを分散状態で含有支持する結合剤とからな
る。ただし、輝尽性蛍光体層としては、蒸着法や焼結法によって形成される結合剤を含ま
ないで輝尽性蛍光体の凝集体のみから構成されるものも知られている。また、輝尽性蛍光
体の凝集体の間隙に高分子物質が含浸されている輝尽性蛍光体層を有する放射線像変換パ
ネルも知られている。これらのいずれの蛍光体層でも、輝尽性蛍光体はＸ線などの放射線
を吸収したのち励起光の照射を受けると輝尽発光を示す性質を有するものであるから、被
写体を透過したあるいは被検体から発せられた放射線は、その放射線量に比例して放射線
像変換パネルの輝尽性蛍光体層に吸収され、パネルには被写体あるいは被検体の放射線像
が放射線エネルギーの蓄積像として形成される。この蓄積像は、上記励起光を照射するこ
とにより輝尽発光光として放出させることができ、この輝尽発光光を光電的に読み取って
電気信号に変換することにより、放射線エネルギーの蓄積像を画像化することが可能とな
る。
【０００６】



(3) JP 4246887 B2 2009.4.2

10

20

30

40

50

放射線像記録再生方法は上述したように数々の優れた利点を有する方法であるが、この方
法に用いられる放射線像変換パネルにあっても、できる限り高感度であってかつ画質（鮮
鋭度、粒状性など）の良好な画像を与えるものであることが望まれている。
【０００７】
例えば、特開平２－５８０００号公報には、感度および鮮鋭度、粒状性などの画質を高め
る目的で、気相堆積法により形成された、特定の傾きをもって独立した細長い輝尽性蛍光
体の柱状結晶から構成される輝尽性蛍光体層を有する放射線像変換パネル、およびその製
造方法が記載されている。
【０００８】
一方、針状の輝尽性蛍光体粒子に関しては、例えば本出願人による特開平７－２３３３６
９号公報に、アスペクト比が２．０～５．０の範囲にある１４面体型の希土類付活アルカ
リ土類金属弗化ハロゲン化物系蛍光体を製造する方法が記載されている。また、アスペク
ト比が１．０～２．０の範囲にある蛍光体の製造方法も記載されている。このアルカリ土
類金属弗化ハロゲン化物系蛍光体は、上記放射線像記録再生方法用の輝尽性蛍光体として
発光強度、残光などの発光特性は勿論のこと、化学的安定性の点でも優れているが、これ
までこの蛍光体（のみならず、他の輝尽性蛍光体についても）の針状粒子を放射線像変換
パネルの平面に垂直な方向に配向させる方法は見い出されていなかった。また、上記の気
相堆積法ではこの蛍光体は、その母体が基本的に３つの元素からなる化合物であり、気相
成長では立体配置を維持することが難しいために、針状に成長しにくい。
【０００９】
また、本出願人による特願平１１－３１７６９６号明細書には、鮮鋭度を高める目的で、
平面方向に沿って一次元方向に細分区画するストライプ状の隔壁と該隔壁により区画され
た輝尽性蛍光体充填領域とからなり、かつ輝尽性蛍光体充填領域にはアスペクト比が２／
１以上の柱状または針状の輝尽性蛍光体粒子が深さ方向に配向して含有されている輝尽性
蛍光体シート、およびその製造方法が記載されている。輝尽性蛍光体粒子の配向は、蛍光
体粒子と結合剤を含有する塗布液を一定速度で塗布乾燥することにより行われる。そして
、得られた輝尽性蛍光体フィルムと隔壁形成用フィルムとを交互に多数枚積層して積層体
ブロックを形成した後、その積層体ブロックを積層面に沿ってスライスすること（積層ス
ライス法）により、輝尽性蛍光体シートが製造される。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、画質、特に鮮鋭度および粒状性の優れた放射線画像を与える放射線像変換パネ
ルを提供することにある。
また本発明は、高画質の放射線像変換パネルを製造する方法を提供することにもある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、放射線像変換パネルの画質の向上について検討した結果、輝尽性蛍光体とし
て針状の粒子を用いて、それをパネルの平面方向にほぼ垂直に配向させることにより、光
学的に異方化された放射線像変換パネルが得られることを見い出した。これにより、必ず
しも隔壁や間隙を形成しなくても、すなわち構造的に異方化しなくても、励起光の平面方
向への広がりを有効に防いで鮮鋭度および粒状性の優れた放射線画像を得ることができる
。また、輝尽性蛍光体粒子を流動性物質と一緒に流動させて配向させることにより、公知
の気相堆積法により得られた放射線像変換パネルに比べて、機械的強度が強く、また柔軟
性があるために放射線画像読取装置内での曲げ搬送やスキャナーに対応した形状に変形可
能な放射線像変換パネルが得られる。従って、読取装置の更なる小型化、低コストでの製
造が可能となる。
【００１２】
　本発明は、輝尽性蛍光体層を有する放射線像変換パネルにおいて、該輝尽性蛍光体層に
含有されている輝尽性蛍光体が、アスペクト比（本明細書では平均値を意味している）が
１．５以上の針状粒子であって、蛍光体層の深さ方向に配向している放射線像変換パネル
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の製造方法にある。
【００１３】
　本発明は、下記の工程からなる上記放射線像変換パネルの製造方法にある：
　１）アスペクト比が１．５以上の針状の輝尽性蛍光体粒子を流動性物質とともに一方向
に流動させて、輝尽性蛍光体粒子が一軸方向に配向した配向フィルムを多数枚形成する工
程；
　２）配向フィルムを輝尽性蛍光体粒子の配向軸を一致させて多数枚積層し、加熱圧着し
て積層体ブロックを形成する工程；および
　３）積層体ブロックを積層面に沿って輝尽性蛍光体粒子の配向軸に垂直にスライスする
工程。
【００１４】
　本発明の製造方法により得られる放射線像変換パネル（以下、簡略化して本発明の放射
線像変換パネルということもある）の好ましい態様を以下に記載する。
（１）針状の輝尽性蛍光体粒子のメジアン径が１～２０μｍの範囲にある放射線像変換パ
ネル。
（２）針状の輝尽性蛍光体粒子のアスペクト比が２．０以上１０．０以下である放射線像
変換パネル。
（３）輝尽性蛍光体層が、針状の輝尽性蛍光体粒子と該蛍光体粒子の配向を支持する結合
剤とからなる放射線像変換パネル。
（４）針状の輝尽性蛍光体粒子が希土類付活アルカリ土類金属弗化ハロゲン化物系輝尽性
蛍光体である放射線像変換パネル。
（５）輝尽性蛍光体層の表面に保護膜が設けられている放射線像変換パネル。
（６）輝尽性蛍光体層の裏面に支持体が設けられている放射線像変換パネル。
（７）裏面に設けられた支持体が透明支持体であって、両面集光読取方法に使用可能であ
る放射線像変換パネル。
【００１５】
【発明の実施の形態】
本発明の放射線像変換パネルの構成を添付図面を参照しながら説明する。
図１の（１）は、本発明の放射線像変換パネル１０の代表的構成の概略断面図であり、（
２）は、（１）の輝尽性蛍光体層部分の拡大図である。放射線像変換パネル１０は、順に
支持体１１、接着層１２、輝尽性蛍光体層１３、および保護膜１４から構成されている。
輝尽性蛍光体層１３は、その深さ方向に配向した針状の輝尽性蛍光体粒子１５と、蛍光体
粒子１５の配向を支持する結合剤１６とからなる。
【００１６】
本発明において、針状の輝尽性蛍光体粒子とは、アスペクト比が１．５以上、好ましくは
アスペクト比が２．０以上１０．０以下である蛍光体粒子である。蛍光体粒子のメジアン
径は１～２０μｍの範囲にあることが望ましい。また、蛍光体粒子が蛍光体層の深さ方向
に配向するとは、輝尽性蛍光体層に含有されている蛍光体粒子の９０％（重量％）以上が
、パネルの平面に対して略垂直な方向に（９０゜±５゜の角度で）配向していることを意
味する。
【００１７】
なお、輝尽性蛍光体層は、必ずしも結合剤を含有している必要はなく、後述するように製
造過程において流動性物質が溶剤である場合には乾燥時に消失するので、実質的に深さ方
向に配向した輝尽性蛍光体粒子のみから構成されていてもよい。また、輝尽性蛍光体層が
自己支持性である場合には、必ずしも支持体や保護膜が設けられていなくてもよい。蛍光
体層の層厚は一般に５０μｍ乃至１５００μｍの範囲にある。
【００１８】
本発明の放射線像変換パネルは、例えば添付図面に図示した方法によって製造することが
できる。
まず、針状の輝尽性蛍光体粒子と流動性物質とからなる分散液を調製する。
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【００１９】
輝尽性蛍光体としては、波長が４００～９００ｎｍの範囲の励起光の照射により、３００
～５００ｎｍの波長範囲に輝尽発光を示す輝尽性蛍光体が好ましい。そのような輝尽性蛍
光体の例は、特開平２－１９３１００号公報および特開平４－３１０９００号公報に詳し
く記載されている。好ましい輝尽性蛍光体としては、ユーロピウムあるいはセリウムによ
って付活されているアルカリ土類金属ハロゲン化物系蛍光体（例、ＢａＦＢｒ：Ｅｕ、お
よびＢａＦ（Ｂｒ，Ｉ）：Ｅｕ）、セリウム付活希土類オキシハロゲン化物系蛍光体、ア
ルカリハライド系蛍光体（例、ＣｓＢｒ：Ｔｌ、およびＲｂＢｒ：Ｔｌ）を挙げることが
できる。
【００２０】
これらのうちでも、
基本組成式：　ＭIIＦＸ：ｚＬｎ　　　　　　　　　‥‥（Ｉ）
で代表される希土類付活アルカリ土類金属弗化ハロゲン化物系輝尽性蛍光体は特に好まし
い。ただし、ＭIIはＢａ、Ｓｒ及びＣａからなる群より選ばれる少なくとも一種のアルカ
リ土類金属を表し、ＬｎはＣｅ、Ｐｒ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｎｄ、Ｅｒ、Ｔ
ｍ及びＹｂからなる群より選ばれる少なくとも一種の希土類元素を表す。ＸはＣｌ、Ｂｒ
及びＩからなる群より選ばれる少なくとも一種のハロゲンを表す。ｚは０＜ｚ≦０．２の
範囲内の数値を表す。
【００２１】
上記基本組成式（Ｉ）中のＭIIとしては、Ｂａが半分以上を占めることが好ましい。Ｌｎ
としては、特にＥｕ又はＣｅであることが好ましい。また、基本組成式（Ｉ）では表記上
Ｆ：Ｘ＝１：１のように見えるが、これはＢａＦＸ型の結晶構造を持つことを示すもので
あり、最終的な組成物の化学量論的組成を示すものではない。一般に、ＢａＦＸ結晶にお
いてＸ-イオンの空格子点であるＦ+（Ｘ-）中心が多く生成された状態が、６００～７０
０ｎｍの光に対する輝尽効率を高める上で好ましい。このとき、ＦはＸよりもやや過剰に
あることが多い。
【００２２】
なお、基本組成式（Ｉ）では省略されているが、必要に応じて下記のような添加物を基本
組成式（Ｉ）に加えてもよい。
ｂＡ，　ｗＮI，　ｘＮII，　ｙＮIII

ただし、ＡはＡｌ2Ｏ3、ＳｉＯ2及びＺｒＯ2などの金属酸化物を表す。ＭIIＦＸ粒子同士
の焼結を防止する上では、一次粒子の平均粒径が０．１μｍ以下の超微粒子でＭIIＦＸと
の反応性が低いものを用いることが好ましい。ＮIは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ及びＣｓか
らなる群より選ばれる少なくとも一種のアルカリ金属の化合物を表し、ＮIIは、Ｍｇ及び
／又はＢｅからなるアルカリ土類金属の化合物を表し、ＮIIIは、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｔ
ｌ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｇｄ及びＬｕからなる群より選ばれる少なくとも一種の三価金属の
化合物を表す。これらの金属化合物としては、特開昭５９－７５２００号公報に記載のよ
うなハロゲン化物を用いることが好ましいが、それらに限定されるものではない。
【００２３】
また、ｂ、ｗ、ｘ及びｙはそれぞれ、ＭIIＦＸのモル数を１としたときの仕込み添加量で
あり、０≦ｂ≦０．５、０≦ｗ≦２、０≦ｘ≦０．３、０≦ｙ≦０．３の各範囲内の数値
を表す。これらの数値は、焼成やその後の洗浄処理によって減量する添加物に関しては最
終的な組成物に含まれる元素比を表しているわけではない。また、上記化合物には最終的
な組成物において添加されたままの化合物として残留するものもあれば、ＭIIＦＸと反応
する、あるいは取り込まれてしまうものもある。
【００２４】
その他、上記基本組成式（Ｉ）には更に必要に応じて、特開昭５５－１２１４５号公報に
記載のＺｎ及びＣｄ化合物；特開昭５５－１６００７８号公報に記載の金属酸化物である
ＴｉＯ2、ＢｅＯ、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ、ＺｎＯ、Ｙ2Ｏ3、Ｌａ2Ｏ3、Ｉｎ2

Ｏ3、ＧｅＯ2、ＳｎＯ2、Ｎｂ2Ｏ5、Ｔａ2Ｏ5、ＴｈＯ2；特開昭５６－１１６７７７号公
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報に記載のＺｒ及びＳｃ化合物；特開昭５７－２３６７３号公報に記載のＢ化合物；特開
昭５７－２３６７５号公報に記載のＡｓ及びＳｉ化合物；特開昭５９－２７９８０号公報
に記載のテトラフルオロホウ酸化合物；特開昭５９－４７２８９号公報に記載のヘキサフ
ルオロケイ酸、ヘキサフルオロチタン酸、及びヘキサフルオロジルコニウム酸の１価もし
くは２価の塩からなるヘキサフルオロ化合物；特開昭５９－５６４８０号公報に記載のＶ
、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ及びＮｉなどの遷移金属の化合物などを添加してもよい。さら
に、本発明においては上述した添加物を含む蛍光体に限らず、基本的に希土類付活アルカ
リ土類金属弗化ハロゲン化物系輝尽性蛍光体とみなされる組成を有するものであれば如何
なるものであってもよい。
【００２５】
ただし、本発明の放射線像変換パネルに用いる輝尽性蛍光体粒子は、アスペクト比が１．
５以上（好ましくは、２．０～１０．０）である針状の蛍光体粒子である。そして、好ま
しくは、粒子サイズのメジアン径（Ｄｍ）が１～２０μｍ（より好ましくは、２～７μｍ
）の範囲にあり、粒子サイズ分布の標準偏差をσとしたときのσ／Ｄｍが５０％以下（よ
り好ましくは、４０％以下）のものである。
【００２６】
アスペクト比が１．５以上の針状の輝尽性蛍光体粒子は、例えば上記の希土類付活アルカ
リ土類金属弗化ハロゲン化物系蛍光体については前記特開平７－２３３３６９号公報に詳
細に記載されているように、ハロゲン化アンモニウムおよび希土類ハロゲン化物等を含む
水溶液に無機弗化物の水溶液とハロゲン化バリウムの水溶液を添加して蛍光体前駆体結晶
を沈殿させた後、沈殿物を水溶液から分離し、次いで焼結を避けながら焼成することによ
り、製造することができる。
【００２７】
本発明に係る流動性物質は、上記の輝尽性蛍光体粒子を流動させることが可能な物質であ
り、無機溶剤（例、水）、有機溶剤、無機高分子物質（例、シリコーン）および有機高分
子物質などの液体もしくは粘性体である。常温では固体であっても、加温により軟化また
は融解して流動性を生ずる物質であってもよい。また、流動性物質はこれらの溶剤および
高分子物質の混合物であってもよい。
【００２８】
有機溶剤の例としては、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、ｎ－ブタノール等
の低級アルコール；メチレンクロライド、エチレンクロライド等の塩素原子含有炭化水素
；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン等のケトン；酢酸メチル、酢
酸エチル、酢酸ブチルなどの低級脂肪酸と低級アルコールとのエステル；ジオキサン、エ
チレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、テトラ
ヒドロフラン等のエーテル；およびそれらの混合物を挙げることができる。
【００２９】
有機高分子物質の例としては、ゼラチン等の蛋白質、デキストラン等のポリサッカライド
、またはアラビアゴムのような天然高分子物質；およびポリビニルブチラール、ポリ酢酸
ビニル、ニトロセルロース、エチルセルロース、塩化ビニリデン・塩化ビニルコポリマー
、ポリアルキル（メタ）アクリレート、塩化ビニル・酢酸ビニルコポリマー、ポリウレタ
ン、セルロースアセテートブチレート、ポリビニルアルコール、線状ポリエステル、熱可
塑性エラストマー等のような合成高分子物質を挙げることができる。なお、これらの高分
子物質は架橋剤によって架橋されたものであってもよい。
【００３０】
上記針状の輝尽性蛍光体粒子、流動性物質、および必要により溶剤を充分に混合して、分
散液を調製する。分散液における流動性物質と輝尽性蛍光体との混合比は、目的とする放
射線像変換パネルの特性、流動性物質の種類、流動手段などによっても異なるが、一般に
は１：１乃至１：１００（重量比）の範囲から選ばれ、そして特に１：８乃至１：４０（
重量比）の範囲から選ぶのが好ましい。なお、分散液には、該分散液中における蛍光体の
分散性を向上させるための分散剤や、形成後における流動性物質（蒸発しないで固化した
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場合には結合剤となる）と蛍光体との間の結合力を向上させるための可塑剤などの種々の
添加剤が混合されていてもよい。
【００３１】
次いで、この分散液を用いて分散液中の輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させて、針状の
蛍光体粒子が一軸方向に配向した配向フィルムを形成する。
輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させる方法としては第一に、図２に示すように、ノズル
などの口径の小さな開口部から分散液を吐出させる方法がある。
【００３２】
図２は、分散液をノズルから吐出させて一方向に流動させる方法の例を示す概略図である
。図２において、ストックタンク２１に注入された分散液２０は、プランジャーポンプ２
２を通って一定の圧力でノズル２３から吐出する。一般に、ノズルの内径は０．１～１０
ｍｍの範囲にあり、吐出時の圧力は２～１００ｋｇ／ｃｍ2の範囲にある。ノズルの断面
形状は円形でも四角形でもよい。吐出後、分散液２０は空気中で連続的に乾燥しながらロ
ーラ２４ａ、２４ｂ、２４ｃを通過してフィルム状となり、巻取器２５により巻き取られ
る。この分散液がノズルから吐出して流れる際に、液中の輝尽性蛍光体粒子にはせん断力
が働いて、せん断力が最小となるように流れの方向に平行に配向する。これを高速で乾燥
、薄膜化することにより、蛍光体粒子が平面方向に一軸に配向した配向フィルムが得られ
る。
【００３３】
あるいは、点状のノズルの代わりに、図３に示すように、線状のスリットを用いてもよい
。図３において、ポンプ（図示なし）を通過した分散液２０は、容器２６の線状のスリッ
ト２７から一定の圧力で吐出して、矢印方向に移動している仮支持体２８上に塗膜２９を
形成する。この塗膜２９を直ちに乾燥することにより、輝尽性蛍光体粒子が平面方向に一
軸に配向した配向フィルムが得られる。
なお、分散液中の流動性物質が溶剤である場合には、乾燥過程で蒸発して消失するので、
実質的に輝尽性蛍光体粒子のみからなる配向フィルムが得られる。
【００３４】
輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させる第二の方法としては、分散液を塗布し乾燥して塗
布フィルムを得た後、図４に示すように、塗布フィルムを圧延処理する方法がある。
【００３５】
図４は、塗布フィルムを一対のローラで圧延して一方向に流動させる方法の例を示す概略
断面図である。図４において、塗布フィルム３０は、矢印の方向に搬送されて一対の対向
ローラ３１ａ、３１ｂの間を通過する。このとき、下側の駆動ローラ３１ａは一定の速度
で回転しているのに対して、上側の対向ローラ３１ｂにはブレーキ３２によりブレーキが
掛かって回転が遅くなっている。一般に、駆動ローラの線速度は０．１～１０ｍ／分の範
囲にあり、対向ローラの線速度はその３０～９５％の範囲に抑えられる。ローラは加温さ
れていてもよい。そして、塗布フィルムには０．１～１０ｋｇ／ｃｍ（フィルムの幅当た
りに換算した値）の範囲の圧力が掛かるようにされている。また、塗布フィルム３０は離
型剤処理された支持体（仮支持体、圧延後に剥ぎ取られる）と一緒に圧延されることによ
り、均一な圧延を実施することができる。なお、仮支持体は必ずしも必要ではない。これ
により、ローラ間を通過する際に塗布フィルムにはずれ応力が働いて圧延され、そしてこ
の上方からの圧力によって輝尽性蛍光体粒子が平面方向に一軸に配向する。
【００３６】
輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させる第三の方法としては、分散液を塗布し乾燥して塗
布フィルムを得た後、図５に示すように、塗布フィルムを引き延ばす（延伸処理する）方
法がある。
【００３７】
図５は、塗布フィルムを二対のローラで引き延ばして一方向に流動させる方法の例を示す
概略断面図である。図５において、塗布フィルム４０は、矢印の方向に搬送されてまず、
一定温度に保たれた第一ゾーン４１にて二対のパスローラ４２、４３を順に通過する。こ
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のとき、先方のローラ４３はローラ４２よりも回転が速くなっていて、これにより塗布フ
ィルム４０には張力が働いて延伸され、そしてこの延伸張力によって輝尽性蛍光体粒子が
平面方向に一軸に配向する。第一ゾーン４１を通過した塗布フィルム４０は次に、同様の
構造の第二ゾーン４４にて二対のパスローラ４５、４６を通過し、得られた配向フィルム
は巻取器４７により巻き取られる。一般に、第一ゾーンおよび第二ゾーンの温度は、温風
を送り込むことにより４０～２００℃の範囲に保持される。また、塗布フィルムには、０
．１～５０ｋｇ／ｃｍ（フィルムの幅当たりに換算した値）の範囲の張力が掛かるように
されている。
【００３８】
次に、図６の（１）に示すように、配向フィルムを多数枚積層して積層体を形成する。こ
のとき、配向フィルムは、輝尽性蛍光体粒子の配向軸が同じ方向に揃うようにして積層す
る。得られた積層体を圧力をかけながら加熱して隣接するフィルム間を密着させて、図６
の（２）に示すように、積層体ブロックを形成する。
【００３９】
次に、図６の（３）に示すように、積層体ブロックを積層面に沿って輝尽性蛍光体粒子の
配向軸に垂直にスライスする。これにより、針状の蛍光体粒子が平面に垂直な方向に配向
した蛍光体シート（輝尽性蛍光体層）が得られる。
【００４０】
なお、放射線画像の鮮鋭度を更に高める目的で、輝尽性蛍光体層にはその平面方向に沿っ
て細分区画する隔壁を設けてもよい。隔壁は一般に、酸化アルミニウム、酸化チタン、酸
化イットリウムなどの低光吸収性微粒子と、ポリウレタン、ポリアクリル、ポリエチレン
などの高分子物質とから構成される。まず、これらの物質を分散含有する塗布液を調製し
、塗布、乾燥して隔壁形成用フィルムを得た後、上記の配向フィルムと隔壁形成用フィル
ムとを交互に多数枚積層して積層体ブロックを形成する。次いで、積層体ブロックをスラ
イスすることにより、配向フィルムの細片と隔壁形成用フィルムの細片とが交互に並んだ
構成、すなわち隔壁が一次元方向にストライプ状に設けられた輝尽性蛍光体層が得られる
。また、この積層およびスライス工程をもう一度繰り返すことにより、隔壁が二次元方向
に格子状に設けられた輝尽性蛍光体層を得ることもできる。隔壁およびその付設方法につ
いては、本出願人による特願平１１－６８９６３号および前記特願平１１－３１７６９６
号明細書に詳細に記載されている。
【００４１】
このようにして形成された輝尽性蛍光体層の表面には、放射線像変換パネルの搬送や取扱
い上の便宜や特性変化の回避のために、支持体および保護膜を設けることが望ましい。
【００４２】
支持体は、従来の放射線像変換パネルの支持体として公知の材料から任意に選ぶことがで
きる。さらに、支持体は透明であってもよく、その場合には輝尽発光光の取り出しを放射
線像変換パネルの両側から行う両面集光方式による読取方法に適している。公知の放射線
像変換パネルにおいて、支持体と輝尽性蛍光体層の結合を強化するため、あるいは放射線
像変換パネルとしての感度もしくは画質（鮮鋭度、粒状性）を向上させるために、蛍光体
層が設けられる側の支持体表面にゼラチンなどの高分子物質を塗布して接着性付与層とし
たり、あるいは二酸化チタンなどの光反射性物質からなる光反射層、もしくはカーボンブ
ラックなどの光吸収性物質からなる光吸収層などを設けることが知られている。本発明で
用いられる支持体についても、これらの各種の層を設けることができ、それらの構成は所
望の放射線像変換パネルの目的、用途などに応じて任意に選択することができる。さらに
特開昭５８－２００２００号公報に記載されているように、得られる画像の鮮鋭度を向上
させる目的で、支持体の蛍光体層側の表面（支持体の蛍光体層側の表面に下塗層（接着性
付与層）、光反射層あるいは光吸収層などの補助層が設けられている場合には、それらの
補助層の表面であってもよい）には微小な凹凸が形成されていてもよい。
【００４３】
保護膜は、励起光の入射や輝尽発光光の出射に殆ど影響を与えないように、透明であるこ
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とが望ましく、また外部から与えられる物理的衝撃や化学的影響から放射線像変換パネル
を充分に保護することができるように、化学的に安定でかつ高い物理的強度を持つことが
望ましい。保護膜としては、セルロース誘導体、ポリメチルメタクリレート、有機溶媒可
溶性フッ素系樹脂などのような透明な有機高分子物質を適当な溶媒に溶解して調製した溶
液を輝尽性蛍光体層の上に塗布することで形成されたもの、あるいはポリエチレンテレフ
タレートなどの有機高分子フィルムや透明なガラス板などの保護膜形成用シートを別に形
成して蛍光体層の表面に適当な接着剤を用いて設けたもの、あるいは無機化合物を蒸着な
どによって蛍光体層上に成膜したものなどが用いられる。また、保護膜中には酸化マグネ
シウム、酸化亜鉛、二酸化チタン、アルミナ等の光散乱性微粒子、パーフルオロオレフィ
ン樹脂粉末、シリコーン樹脂粉末等の滑り剤、およびポリイソシアネート等の架橋剤など
各種の添加剤が分散含有されていてもよい。保護膜の膜厚は一般に約０．１～２０μｍの
範囲にある。
【００４４】
保護膜の表面にはさらに、保護膜の耐汚染性を高めるためにフッ素樹脂塗布層を設けても
よい。フッ素樹脂塗布層は、フッ素樹脂を有機溶媒に溶解（または分散）させて調製した
フッ素樹脂溶液を保護膜の表面に塗布し、乾燥することにより形成することができる。フ
ッ素樹脂は単独で使用してもよいが、通常はフッ素樹脂と膜形成性の高い樹脂との混合物
として使用する。また、ポリシロキサン骨格を持つオリゴマーあるいはパーフルオロアル
キル基を持つオリゴマーを併用することもできる。フッ素樹脂塗布層には、干渉むらを低
減させて更に放射線画像の画質を向上させるために、微粒子フィラーを充填することもで
きる。フッ素樹脂塗布層の層厚は通常は０．５μｍ乃至２０μｍの範囲にある。フッ素樹
脂塗布層の形成に際しては、架橋剤、硬膜剤、黄変防止剤などのような添加成分を用いる
ことができる。特に架橋剤の添加は、フッ素樹脂塗布層の耐久性の向上に有利である。
【００４５】
上述のようにして本発明に係る放射線像変換パネルが得られるが、本発明のパネルの構成
は、公知の各種のバリエーションを含むものであってもよい。たとえば、得られる画像の
鮮鋭度を向上させることを目的として、上記の少なくともいずれかの層を、放射線蛍光体
からの発光光を吸収し輝尽発光光は殆ど吸収しないような着色剤によって着色してもよい
（特公昭５９－２３４００号公報参照）。
なお、上記においては、支持体および保護膜を有する放射線像変換パネルについて説明し
たが、蛍光体層が自己支持性である場合には、本発明の放射線像変換パネルは必ずしも支
持体や保護膜を備えている必要はない。
【００４６】
【実施例】
［実施例１］
１）平均アスペクト比約３．０、メジアン径５μｍの針状の輝尽性蛍光体粒子（ＢａＦＢ
ｒ：Ｅｕ）１０００ｇ、熱可塑性高分子量ポリエステル樹脂（バイロン３００、東洋紡(
株)製）の５０％メチルエチルケトン溶液２５０ｇ、およびメチルエチルケトンを混合し
、プロペラミキサーにより分散させて粘度１００ＰＳの分散液を調製した。この分散液を
図２に示したように、ストックタンク２１に注入し、プランジャーポンプ２２により圧力
１０ｋｇ／ｃｍ2にてノズル２３（内径２ｍｍ）から吐出させた。吐出後、分散液を空気
中で連続的に乾燥しながらローラ２４ａ、２４ｂ、２４ｃを順に通過させた後、線速度３
ｍ／秒にて巻取器２５により巻き取って、厚み２５０μｍの配向フィルムを得た。得られ
た配向フィルムを電子顕微鏡にて観察した結果、流動方向に針状蛍光体粒子が配向してい
ることが確認された。
【００４７】
［実施例２］
実施例１の分散液を、図３に示したステンレス容器２６の線状スリット２７（スリット幅
３００ｍｍ）から、圧力２０ｋｇ／ｃｍ2にて剥離性表面を有する仮支持体上に吐出させ
た後、乾燥して、厚み２５０μｍの配向フィルムを得た。得られた配向フィルムを電子顕
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微鏡にて観察した結果、流動方向に針状蛍光体粒子が配向していることが確認された。
【００４８】
［実施例３］
実施例１の分散液にメチルエチルケトンを更に添加して、粘度２０ＰＳの分散液を調製し
た。この分散液をドクターブレードにより剥離性表面を有する仮支持体（厚み２５０μｍ
）上に塗布し、１００℃にて１０分間乾燥して、厚み５００μｍの塗布フィルムを得た。
得られた塗布フィルムを、図４に示したように、ステンレス製の一対の対向ローラ（直径
２００ｍｍ）３１ａ、３１ｂの間を通過させた。このとき、下側の駆動ローラ３１ａの線
速度は０．５ｍ／分であり、上側の対向ローラ３１ｂは非駆動でブレーキ３２を掛けるこ
とによりその線速度は０．２５ｍ／分であり、そして両ローラの温度１２０℃であった。
これにより、塗布フィルムは圧力１ｋｇ／ｃｍ（フィルムの幅当たり）にて圧延され、こ
の圧延による伸びとカレンダー効果による圧縮とにより厚みが２５０μｍに減少した配向
フィルムを得た。得られた配向フィルムを電子顕微鏡にて観察した結果、流動方向に針状
蛍光体粒子が配向していることが確認された。
【００４９】
［実施例４］
実施例３と同様にして厚み５００μｍの塗布フィルムを得た。得られた塗布フィルムを、
図５に示したように、温度１２０℃に保たれた第一ゾーン４１中の二対のパスローラ４２
、４３を順に通過させた。このとき、先方のローラ４３の回転をローラ４２の回転よりも
速くすることにより、塗布フィルムに張力２ｋｇ／ｃｍ（フィルムの幅当たり）が掛かる
ように制御して引き延ばしを行った。次いで、塗布フィルムを同様の構造の第二ゾーン４
４を通過させた後、巻取器４７により巻き取って、厚み２５０μｍの配向フィルムを得た
。得られた配向フィルムを電子顕微鏡にて観察した結果、流動方向に針状蛍光体粒子が配
向していることが確認された。
【００５０】
［実施例５］
実施例２で得られた配向フィルムを配向軸が同じになるようにして１０００枚重ねて、厚
み２５ｃｍの積層体を得た後、積層体を温度１２０℃のホットプレス機内で圧力１００ｋ
ｇにて１０分間加熱圧着して、積層体ブロックを形成した。この積層体ブロックを冷却し
た後、スライス機によりスライスして、厚み５００μｍの蛍光体シート（輝尽性蛍光体層
）を得た。
【００５１】
次に、厚み３０μｍの接着層（熱可塑性高分子量ポリエステル樹脂）が付設されたポリエ
チレンテレフタレートフィルム（支持体、厚み２５０μｍ）の上に、蛍光体シートを載せ
、ラミネート機を用いて温度９０℃にて貼り合わせて支持体上に輝尽性蛍光体層を設けた
。さらに、この蛍光体層の上に、厚み１．５μｍの接着層（熱可塑性高分子量ポリエステ
ル樹脂）が付設された透明なポリエチレンテレフタレートフィルム（保護膜、厚み７μｍ
）を接着層側を下にして載せ、ラミネート機を用いて同様に貼り合わせて保護膜を設けた
。このようにして、順に支持体、接着層、輝尽性蛍光体層、および保護膜から構成された
放射線像変換パネルを得た（図１参照）。
【００５２】
［実施例６］
実施例５において、実施例３で得られた配向フィルムを用いたこと以外は実施例５と同様
にして、蛍光体シートを得た後、接着層付き支持体および保護膜を付設して、放射線像変
換パネルを得た。
【００５３】
［実施例７］
実施例５において、実施例４で得られた配向フィルムを用いたこと以外は実施例５と同様
にして、蛍光体シートを得た後、接着層付き支持体および保護膜を付設して、放射線像変
換パネルを得た。
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【００５４】
［実施例８］
実施例２で得られた配向フィルムに更に、実施例３と同様にして圧延処理を行って輝尽性
蛍光体粒子の配向度を高めた。得られた配向フィルムを用いて、実施例５と同様にして、
蛍光体シートを得た後、接着層付き支持体および保護膜を付設して、放射線像変換パネル
を得た。
【００５５】
［実施例９］
実施例２と同様にして厚み１００μｍの配向フィルムを得た後、更に実施例３と同様にし
て圧延処理を行って輝尽性蛍光体粒子の配向度を高めて、厚み５０μｍの配向フィルムを
得た。
平均アスペクト比約３．０、メジアン径５μｍの輝尽性蛍光体粒子（ＢａＦＢｒ：Ｅｕ）
、メジアン径１μｍのアルミナ微粒子、および熱可塑性高分子量ポリエステル樹脂を重量
比４０：２０：３で有機溶剤中に分散させて分散液を得た。この分散液を剥離性表面を有
する仮支持体上に塗布し、乾燥した後、乾燥フィルムを仮支持体から剥ぎ取って厚み８μ
ｍのアルミナ含有フィルムを得た。
【００５６】
配向フィルムと隔壁形成用のアルミナ含有フィルムとを、配向フィルムの配向軸が同じに
なるようにして交互に合計５０００枚積層して積層体を得た。この積層体を用いて、実施
例５と同様にして、積層体ブロックを形成した後スライスして、ストライプ状の隔壁を有
する蛍光体シートを得た後、接着層付き支持体および保護膜を付設して、放射線像変換パ
ネルを得た。
【００５７】
［比較例１］
平均アスペクト比約１．０、メジアン径５μｍの１４面体型輝尽性蛍光体粒子（ＢａＦＢ
ｒ：Ｅｕ）１０００ｇと、熱可塑性高分子量ポリエステル樹脂の５０％メチルエチルケト
ン溶液２５０ｇとをメチルエチルケトンに加え、プロペラミキサーにより分散させて粘度
２５ＰＳの分散液を調製した。この分散液をドクターブレードを用いて剥離性表面を有す
る仮支持体上に塗布した後、温度１００℃にて１５分間乾燥して、厚み５００μｍの蛍光
体シートを得た。
得られた蛍光体シートを用いて、実施例５と同様にして接着層付き支持体および保護膜を
付設して、放射線像変換パネルを得た。
【００５８】
［比較例２］
実施例３において、平均アスペクト比約５．０、メジアン径５μｍの針状の輝尽性蛍光体
粒子（ＢａＦＢｒ：Ｅｕ）を用いたこと以外は実施例３と同様にして、厚み５００μｍの
塗布フィルムを得た。
得られた塗布フィルムに、実施例５と同様にして接着層付き支持体および保護膜を付設し
て、放射線像変換パネルを得た。
【００５９】
［放射線像変換パネルの性能評価］
実施例５～９および比較例１、２で得られた放射線像変換パネルに、ＣＴＦチャートを介
して管電圧８０ｋＶｐのＸ線（線量１０ｍＲ）を照射した後、Ｈｅ－Ｎｅレーザ光で走査
して画像データを得、得られた画像データを画像再生装置により画像フィルムとして出力
し、この出力フィルムから鮮鋭度を測定した。また別に、放射線像変換パネルにＣＴＦチ
ャートを介さないで上記Ｘ線（線量１ｍＲ）を照射した後、上記と同様にして出力フィル
ムを得、この出力フィルムから粒状性を測定した。
得られた結果をまとめて図７に示す。
【００６０】
図７は、各種の放射線像変換パネルの鮮鋭度と粒状性との関係をプロットしたグラフであ
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である。
【００６１】
図７に示した結果から明らかなように、本発明の放射線像変換パネル（実施例５～８）は
、球状の１４面体型蛍光体粒子を含有する公知の放射線像変換パネル（比較例１）、およ
び配向していない針状の蛍光体粒子を含有する比較のための放射線像変換パネル（比較例
２）と比較して、粒状性は同等でありながら、鮮鋭度の向上した放射線画像を与えた。こ
れらのうちでも配向度の高い実施例８のパネルは、特に高い鮮鋭度を示した。また、一次
元ストライプ状の隔壁を有する本発明の放射線像変換パネル（実施例９）は、実施例８の
パネルよりも更に高い鮮鋭度を示した。
【００６２】
【発明の効果】
本発明の針状の輝尽性蛍光体粒子が蛍光体層の深さ方向に配向している放射線像変換パネ
ルによれば、鮮鋭度および粒状性の優れた放射線画像を実現することができる。特に、蛍
光体層の層厚を厚くし、Ｘ線など放射線の吸収を高めて粒状性を良化しても、鮮鋭度がそ
れほど低下せず従って従来よりも鮮鋭度の向上した高画質の画像を実現することができる
。また、針状の蛍光体粒子の配向を流動性物質と一緒に流動させて実施することにより、
公知の気相堆積法により得られた放射線像変換パネルに比べて、機械的強度が強く、また
柔軟性があるために放射線画像読取装置内での曲げ搬送やスキャナーに対応した形状に変
形可能な放射線像変換パネルが得られる。よって、読取装置の更なる小型化、低コストで
の製造が可能となる。このため、特に医療用ラジオグラフィーや電子顕微鏡用の記録媒体
、あるいはその他の放射線記録媒体として使用した場合に、本発明の放射線像変換パネル
は有利となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（１）は、本発明の放射線像変換パネルの構成を示す概略断面図であり、（２）
は、（１）の輝尽性蛍光体層の部分拡大図である。
【図２】輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させる第一の方法のひとつの例を示す概略図で
ある。
【図３】輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させる第一の方法の別の例を示す斜視図である
。
【図４】輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させる第二の方法のひとつの例を示す断面図で
ある。
【図５】輝尽性蛍光体粒子を一方向に流動させる第三の方法のひとつの例を示す概略断面
図である。
【図６】（１）～（３）はそれぞれ、配向フィルムを積層する工程、積層体ブロックに加
工する工程、および積層体ブロックをスライスする工程を示す図である。
【図７】放射線像変換パネルの鮮鋭度と粒状性との関係をプロットしたグラフである。
【符号の説明】
１０　放射線像変換パネル
１１　支持体
１２　接着層
１３　輝尽性蛍光体層
１４　保護膜
１５　輝尽性蛍光体粒子
１６　結合剤
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